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取材制限について

1社1名のみ

代表撮影のみ

スポーツニュース協会
幹事社が代表で撮影し
加盟社へ分岐

基本的になし

地方紙やWEB媒体
のみ兼任を許可。

ペン記者 カメラ兼任記者 ENG (TV) 撮影
ENG記者

代表撮影のみ

日本陸連オフィシャル
→加盟社以外へ分岐
写真記者協会
→加盟社へ分岐

スチールカメラ撮影

コロナウイルス対策のためメディアの数を最小限に制限

開催5日前までに取材可否、ペンのみか、カメラ兼任かの連絡

20～25人 3～5人
5人

(カメラ2台の場合)
3～4人



受付開始時間・駐車場の有無・前日練習取材禁止などの
注意事項をアナウンス。

大会2日前

幹事者へ取材希望選手の取りまとめを依頼。

レース１組につき最大3名（2名以内が好ましい）、
2社以上から要望があった選手のみ対応するよう取材選手を調整。

大会当日にかけて ①

事前資料の送付

取材希望選手の確認・リスト作成



大会当日 朝

オンラインでのテクニカルミーティング（監督会議）で取材対応を説明、
対象者には所属先へ取材可否の確認を行った。

取材エリアや控え場所・導線などを記載した文書を作成。

インターネット環境の確認
（ハウリング・スピーカー位置・逆光かどうか）

取材対象選手一覧をメディアへ共有

大会当日にかけて ②

大会前日

取材可否の確認

当日資料の作成

オンライン取材リハーサル

取材選手の共有



・スポーツニュース協会幹事社が代表で取材対応を実施。
※選手とのソーシャルディスタンスを保ち、対面で実施。
※濃厚接触を避けるため5分以内で実施

・バックボードは行政に準備いただいたものを使用。

TV 取材対応



・Google meetを使ったオンライン取材
※濃厚接触を避けるため5分以内、3問程度で終了。
※取材録画随時オンラインストレージへ格納し共有した。

・陸連から代表質問をした後、チャットに所属先と名前を記入いただき、
指名して質問を受け付けた。

・選手が変わる度に、イヤホン・椅子・テーブルなどの消毒を実施

ペン記者 取材対応



※記者間でビブスを貸し借りをしないよう、予備のビブスを準備

撮影エリアの振り分け

ビブスの色 区分
フィニッシュエリア

撮影

　インフィールド

撮影
取材エリア 人数

オレンジ ペン記者 × × 20~25名

黄色 ペン・カメラ兼任記者 〇 × 3~5名

緑 代表ENGクルー (対面取材) 〇 × 対面取材 3名

代表ENGクルー (インフィールド) 〇 〇 1名

陸連オフィシャル カメラ撮影 〇 〇 1名

代表カメラ撮影 〇 〇 2~3名

オンライン取材

ー黒

・ペン記者・カメラ兼任記者はオンラインでの取材対応。
・TV取材はスポーツニュース協会による代表取材を対面で実施し分岐。

・カメラ兼任記者はフィニッシュエリアのみ撮影可能。
・黒ビブスの代表撮影者のみインフィールドでの撮影を許可

取材方法

撮影エリア

※ホクレン・ディスタンスチャレンジの場合



・ビニールシートで飛沫を防止
・体調管理注意事項を貼り付け、来場メディアへ確認した。
・検温後、当日資料とビブスをお渡し。
⇒37.5度以上体温がある場合入場をお断りする。

※チェックシートの提出がない場合は、受付で確認。

メディア受付



・ソーシャルディスタンスを確保したテント（大きいものを２～３張程度）
へテーブル（長テーブルに2名）、椅子を設置
※使用しないエリアは、養生テープで使用禁止が分かるように設定。

・メディア控えは選手やチーム関係者との導線と重ならないよう調整
・大会終了後は30分以内に退出していただくように促した
・電源が確保されていることが望ましい。

メディア控え



・フィニッシュ先撮影エリア（写真）
※コーンで区切り、カメラマン同士が密にならないよう
注意事項の張り紙と撮影位置を事前に設定した。
⇒代表社に優先的に位置取りしてもらい、その後記者カメ兼任の方を誘導した。

・3000SC撮影エリア
⇒水濠付近にエリアを設置。（代表社のみ撮影可とした。）

撮影エリア



スタートリスト・リザルト

接触をさけるため、紙での配布はせず、オンラインストレージで共有

・共有のための端末とネット回線の確保。（競技場により既存回線がない）
・公式SNSでの発信と公式HPへの掲載を速やかに実施した。

SNSでの発信


